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⦿祈りを捧げるはずの僧侶が引き起こす合戦と暴力の実態
◉ふりがな、図版を多数掲載し、読みやすく編集！
◉殴る、切る、焼く、罵る…。貴族の記録に残るバリエーション豊かな僧兵の暴力

読み
どころ

悪僧・僧兵とも呼ばれ、宗教的権威を盾に強訴を行い、朝廷や公家社会を脅かした僧侶たち。

中世特有の現象が生まれた背景と展開を、「祈り」と「暴力」を切り口に解き明かす。　
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